
次
の
事

に
注

意
し
て

安
全

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

《
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ
》

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

夏
祭
り

な
ど

開
放
感

あ
ふ

れ
る

行
事

が
増
え

、
つ

い
気

持

ち
も

緩
み
が

ち
と

な
り
ま

す
が

、
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
。

乗
る
な
ら
飲
む
な
。
」
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

◆
横
断
歩
行
者
に
注
意
！

特
に
夜

間
は

、
交
通

量
が

閑
散

で
あ

っ
て
も

気
を
緩

め

る

こ
と

な
く
、

し
っ

か
り
前

を
見

て
運
転

し
ま

し
ょ
う

。

《
歩
行
者
の
方
へ
》

夜

間
外
出

の
時

に
は
、

白

系
統
の

明
る

い
服
装

で
夜

光

タ
ス

キ
を

必
ず
着

用
し

ま
し

ょ
う
。
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岡
山
県
警
で
は
明
日
の
岡
山
県
の

治
安
を
守
る
正
義
感
あ
ふ
れ
る
、
や

る
気
の
あ
る
若
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

募
集
期
間

七
月
十
一
日
（
水
）
か
ら

八
月
二
十
四
日
（
金
）
ま
で

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
岡
山
東

警
察
署
又
は
高
島
交
番
ま
で
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

〇
一
二
〇

〇
五
五
ー
三
一
四
リ

◎
水
難
事
故
防
止

子

供
に

用

水

や
た

め
池
な
ど
危
険
な
場

所
を
具
体
的
に
教
え

て
、
そ
こ
に
近
づ
い

た
り
、
遊
ば
な
い
よ
う
に
し
つ
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
山
岳
遭
難
事
故
防
止

登
山
計
画
書
を
必
ず
作
成
し
て
、

登
山
の
前
に
家
族
や
所
属
山
岳
会
に

手
渡
し
、
ま
た
は
登
山
口
に
設
置
し

て
あ
る
登
山
ポ
ス
ト
等
に
投
函
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
単
独
の
登
山
は
大

変
危
険
で
す
。
必
ず
グ
ル
ー
プ
で
行

動
し
、
装
備
・
服
装
の
十
分
な
点
検

を
行
い
、
万
一
に
備
え
て
携
帯
電
話

等
の
連
絡
手
段
を
確
保
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
常
に
最
新
の
天
気
予

報
を
確
認
し
、
悪
天
候
の
時
は
無
理

な
登
山
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

高

島

交

番

管

内

で
は
、

車

の
タ

イ

ヤ

を

パ
ン
ク
さ

せ

た

り

、
神

社

や

学

校

等

の

物

を

壊

す

、
器

物

損

壊

が

発

生

し

て
い
ま

す

。

不

審

な

人

や

車

を

見

か

け

た

ら

一

一

〇

番

通

報

し
て
く

だ

さ

い
。
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警

察

本

部

警

務

課

主

催

の

採

用

説

明

会

開

催

予

定

○

七

月

二

十

二

日

（

日

）

一

三

時

〜

一

五

時

地

域

交

流

セ

ン

タ

ー

（

ア

ル

ネ

津

山

）

○

七

月

二

十

九

日

（

日

）

一

三

時

〜

一

五

時

倉

敷

タ

ー

ミ

ナ

ル

ホ

テ

ル

○

八

月

一

二

日

（

日

）

一

三

時

三

〇

分

〜

一

五

時

三

〇

分

岡

山

コ

ン

ベ

ン

シ

ョ

ン

セ

ン

タ

ー

興

味

の

あ

る

方

は

積

極

的

に

参

加

し

て

く

だ

さ

い

。

高

島

不

審

者

に

注

意

七
月
に
入
っ
て
ず
い
ぶ
ん
と
暑

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
島
交
番

の
管
内
｛
中
井
、
清
水
（
踏
切
よ

り
南
側
）
、
雄
町
、
四
御
神
、
湯
迫
、

賞
田
、
祇
園
、
今
在
家
｝
で
も
人

の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

○

知
ら
な
い
人
に
、
着
い
て
行

か
な
い

○

夜
間
は
な
る
べ
く
一
人
で
出

歩
か
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

危
険
を
感
じ
た
ら
一
一
〇
番
通

報
、
も
し
く
は
人
が
い
る
お
店
に

助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。


